
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

福井県議会議員のメール等はこちらにあります https://x.gd/9J7Ys 
 

関西電力は、高浜・美浜・大飯原発敷地内に使用

済核燃料の乾式貯蔵施設を建設しようとしています。

使用済核燃料プールが満杯に近づき、原発の運転が

できなくなることを避けるためです。 

９月３日から始まった福井県議会では、建設に同

意するかが焦点になっています。福井県知事は関電

に求めていた４項目が示されたとして、９月県議会、

立地町、県安全専門委員会等の議論を踏まえて建設

に事前了解を出そうとしています。４項目とは、①

使用済核燃料対策の実行状況、②国の厳正な審査、

③具体的な搬出時期の考え方、④地域振興の具体化

です。住民の声を聴くことは入っていません。４項

目はいずれも問題だらけですが、関電が８月25日に

示した年50億円の寄付金で、建設の事前了解に一挙

に進もうとしています。 

国の許可（5 月 28 日）は高浜原発乾式貯蔵（第１

期分。240 ﾄﾝ）だけです。美浜・大飯・高浜（第２

期分）はまだ審査中にも関わらず、これら 4 ヵ所を

まとめて事前了解しようとしています。最も厳しい

高浜原発プールはあと３年程で満杯になります。そ

のため関電は、高浜（第１期分）の建設を今年中に

も開始し、2027 年度に運用を始め、老朽原発の運転

を継続しようとしています。 

福井県の９月議会（３～30 日）で、建設に同意し

ないよう、福井県議会議員や関西の自治体・議員に

メールや手紙等で反対の声を届けましょう。 

 

１．関電の年間 50 億円の寄付金で、乾式貯蔵施設の建設を認めてはならない 
 
 関電は 8 月 25 日に、乾式貯蔵施設の建設の見返り

に、年間 50 億円もの巨額の寄付を表明しました。福

井県知事はこれを歓迎し、一挙に乾式貯蔵施設の建

設に同意しようとしています。 

この寄付金は、原発の稼働率が上がれば寄付金も

増える仕組みです。老朽原発の稼働率アップで事故

の危険を高めます。寄付金の先には、原発事故が待

ち受けているのではないでしょうか。 

寄付金の原資は関西住民等の電気料金です。原発

推進のために、勝手に電気料金を使うなど許せませ

ん。後に述べるように、寄付金を積まれようと、搬

出先の中間貯蔵施設は決まらず、六ヶ所再処理工場

の稼働も見込めない状況に変わりはありません。目

先の札束で建設を認めてはなりません。 
 

２．福井県内及び 30km 圏内の京都府・滋賀県の住民の声を聴くべきです 
 
乾式貯蔵施設の建設同意の権限は、福井県と立地

自治体に限られていますが、福井県民への説明さえ

ありません。また、老朽原発の運転が継続され事故

の危険が高まるにも関わらず、30km 圏内の京都府・

滋賀県でも住民への説明はありません。 

私たちが昨年に実施した、高浜原発 30km 圏内の京

都府北部７市町での住民アンケートでは（世帯数の

約 5％にあたる 857 枚のアンケート）、約８割の人が

乾式貯蔵について知らず、住民に説明すべきと回答

しています。 

この結果を基に自治体に申入れを行い、３月７日

の綾部市議会では、住民説明会を関電に求めること

を正式に表明。宮津市も「何年間保管するのか等、

先が見えない乾式貯蔵計画について、関電は市民に

説明すべき」と回答。滋賀県は昨年３月に関電に意

見書を出し、貯蔵期間の長期化等について説明する

よう求めています。住民や自治体の声を聴いて判断

すべきです。 

https://x.gd/9J7Ys


 

 

３．2030 年に操業し、2035 年から搬出する中間貯蔵施設は決まっていません 
 

 関電は、乾式貯蔵で保管した使用済核燃料を中間

貯蔵施設に搬出する計画です。中間貯蔵施設を 2030

年頃に操業し、2035 年から搬出すると、8 月 29 日に

福井県と県議会に説明しました。これをもって福井

県知事は「具体的な搬出時期の考え方」が示された

と判断しています。 

 しかし、肝心の搬出先の中間貯蔵施設は決まって

おらず公表できないのに、搬出時期の目途だけ示し

ても何の意味もありません。 

 関電と中国電力が共同で進めている山口県の上関

中間貯蔵施設計画について、中国電力は稼働までに

15 年程かかると述べており、2030 年の操業は無理で

す。山口県内では中間貯蔵施設に反対する運動が強

まっており、とりわけ関電の使用済核燃料が持ち込

まれることに強い批判と反発があります。 

 このような状況で乾式貯蔵施設を建設すれば、使

用済核燃料が原発敷地内に長期に渡って居座ること

になり、立地地元が核のゴミ捨て場になる可能性が

あります。 

これ以上核のゴミを増やさないためには、乾式貯

蔵施設の建設を止めて、老朽原発の運転を止めるこ

とです。

 

４．六ヶ所再処理工場の審査は「マラソンでいうと、折り返し点にも達していない」（規制庁） 
 

 六ヶ所再処理工場は 2026 年度に完成し、2028 年

度から関電の使用済核燃料を運ぶ予定です。しかし、

六ヶ所再処理工場の審査は進んでいません。日本原

燃は 11 月までに設工認（工事の方法の認可）の説明

を終える計画ですが、8 月 5 日の国の審査会合では

「審査のゴールは見えていない。マラソンでいうと、

折り返し点にも達していない」と規制庁に指摘され

るほど審査は遅れています。 

▼さらに、大量の放射能をばらまくことになる高

さ 150 メートルの巨大な主排気塔の耐震性評価の議

論はまだこれからです。▼来年 10 月頃には、ガラス 

固化体の製造試験があります。今回も、何度も失敗

を続けた溶融炉を使用します。ガラス固化で行き詰

まれば、使用済核燃料を搬出することはできません。 

▼2006 年からのアクティブ試験（使用済核燃料を使

った総合試験）によって多くの施設・設備が既に放

射能で汚染されています（アクセス困難なレッドセ

ル）。そのため、健全性確認は建設当時（32 年前の

1993 年）の資料などで確認するとしています。これ

で安全を確保できるでしょうか。 

28 回目の完成延期の可能性もあり、福井県知事が

求める「工程表の実行状況」に進展はありません。

 

５．原子力規制委員会の審査はずさんで無責任です 
 

原子力規制委員会は５月 28 日に、高浜原発の乾式

貯蔵施設（第１期分）の設置変更を許可しました。

しかし、規制委員会の審査はずさんです。このよう

な審査で、しかも下記の問題を残したまま、建設を

進めてはなりません。 

▼土砂災害の危険性を否定。集中豪雨、気候変動 

の影響等を考慮せず ▼格納設備（使用済燃料燃料

を入れた容器を１基ずつ保管）が土砂で埋もれた場合

の除熱評価を行っていない ▼給気口が積雪などで

塞がっても排気口だけで給気と排気ができるという

関電の主張への判断は、設工認審査に先送り ▼格

納設備の外気温度 33℃の設定は低すぎる。  
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